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地盤強度によっては基礎の寸法を変更してください。※上図の基礎の寸法は参考値です。施工現場の
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下図はノア（インターホン取付穴あり）［Ｅ７７５ＮＯＡ０１］の姿図です。

ノア（インターホン取付穴なし）［Ｅ７７５ＮＯＡ００］ではインターホン取付用の穴は開いていません。



１．照明の配線

※インターホンを使用されないお客様は次の項目へお進みください。

２．インターホンの取付け

３．機能門柱の施工３．機能門柱の施工３．機能門柱の施工３．機能門柱の施工

ⅰ）

配線

背面パネル

背面側

門柱の中に納まっている配線をPF管等の
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ⅳ） 使用して、機能門柱へ背面パネルを取り付けます。

３．門柱の埋め立て
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　※

ⅴ）

配線

正面側

両柱の下端にそれぞれシャフトを差し込みます。

本体の埋め込み位置を決定し、基礎用の穴を掘ります。

底に栗石を敷いて突き固め、その上に柱を垂直に立てます。

屋外用保護管先端を地上に仮出しし、基礎穴にコンクリートを

まで埋め込みます。

　屋外用保護管は急な角度をつけて曲げないようにしてください。

コンクリートが固まるまで支持し、十分にコンクリートの養生を行ってください。

流し込んでＧＬラインの位置（柱の下端より300mm）

インターホン

トラス小ネジ

（M4×20）

トラス小ネジ（M4×12）

屋外用保護管（現場手配）に入れて柱の下端より出してください。

PF管等の屋外用保護管に入れて柱の下端より

（M4×20）を使用してインターホンを取り付けてください。配線をφ10の穴に通し、柱に同梱のトラス小ネジ

トラス小ネジ（M4×12）を外し、機能門柱から背面パネルを取り外します。

配線は両方の柱に開いているφ22の穴のどちらかに通し、

出してください。

トラス小ネジ（M4×12）を
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